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生物学類担当授業科目　動物制御学

研究領域　応用昆虫学、化学生態学

研究テーマ　寄生蜂の寄主発見行動、昆虫の行動制御

研究概要

　寄生蜂や寄生バエなどの寄生性昆虫の多くは、農業害

虫の天敵として知られている。これら天敵昆虫が寄主を

発見し産卵するまでの行動解析と、手がかりとなる要因

を解明するための研究を行っている。今までに行ってき

た研究から、いくつかの寄主発見プロセスの中で化学物

質が重要な働きをしていることがわかってきた。

　また、最近の研究から、寄主に加害された植物由来の

揮発性物質を、寄生蜂（カリヤコマユバチ）が寄主発見

の手がかりとしていることがわかってきた。さらに、連

合学習によってこの揮発性物質がより効率的に利用され

ていることがわかった。これらの化学物質と行動の関係

について、化学生態学および行動学的手法を用いてのア

プローチを試みている。将来、天敵昆虫の行動を制御す 

ることにより、生物的防除に役立てることを目標として

いる。

　夜行性ガ類の配偶行動は性フェロモンによって制御さ

れている（写真３）。 この性フェロモンを野外に処理し

て交尾交信を撹乱し、害虫防除を行う手段も実用化して

いる。10年以上にわたり野外でフェロモン処理を行った

結果、このフェロモン剤に対して抵抗性を示す個体群も

出現するようになった。こういった行動抵抗性の原因究

明をはじめ、我々は、性フェロモンに対する昆虫の行動 

を風洞などを用いて詳細に解析することにより、化学物

質と行動反応の関係を解析し、害虫管理に役立てること

を目的としている。
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写真１．ハマキガ卵塊に産卵中のハマキコウラコマユバチ

写真２．寄主卵塊に対しての触角での反応(A)や産卵管挿
入行動(C)は、卵塊抽出物を処理したろ紙に対しても見ら
れる (B,D)

写真３．雌チャノコカクモンハマキ（右）の腹部先端から
出る性フェロモンに誘引されて交尾しようとする雄ガ


